








12 月 11 日（火）〜 20 日（木）にかけて神奈川大学 16
号館ホワイエにおいて開催した。また、この写真展開催















































































































日　時：2012 年 12 月 15 日（土）13:00 〜 17:00
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Modern Japan and Shinto Nationalism（1943、 邦訳『日
本と天皇と神道』昭和 25 年）で、国家的要請のもとに
世界主義を指向する神道の将来を制約する三つの要因と
して、以下のように述べる。
「一、誠の神髄は政府に従順である所に成立つという、
政府によって導き出された理論
二、国家主義的膨張の過程は、被征服国民の完全な同
化を随伴しなければならぬという考え
三、神道と政治とは不可分であるとする両者の関係」
ホルトムはこうした海外進出の実例として、台湾での
「神道の儀式にはかならず参加するように、また各家庭
にはかならず神棚を設けさせる」との政策を挙げている。
ただ、当時の欧米研究者で神社参拝強要等の問題に最
も関心を持っていたであろう彼も、植民地での同化政策
と神社の関係については、1930 年代後半以降の実例し
か挙げていない。宣教師の報告書などその他の歴史資料
も、植民地において神社参拝が前面に押し出され、信教
の自由が圧迫されるようになるのは、1930 年代半ば以
降のことであることを示している。この時期はいわゆる
「皇民化」期としても知られるが、ちょうど台湾神社初
菅浩二氏 会場の様子
